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論文内容の要旨

本論文は切欠をもっ構造用鋼の平板およびその溶接継子の全面降伏状態における不安定l応性破壊挙

動を検討し破壊開始の工学的条件を明らかにすることを目的として行った研究を取りまとめたもので，

緒論，本文 5 章，および総括からなる。

緒論では全面降伏状態における不安定脆性破壊に関する従来の研究の問題点を示し，本研究の目的

を明らかにするとともに 本研究の重点を述べている。

第 1 章では不安定脆性破壊開始の工学的条件として従来から広く用いられている COD 仮説が，初

期切欠先端から安定延性き裂の成長をともなう場合の不安定破壊に対しでも適用できるか否かを実験

的に検討している。そして本研究で定義された初期切欠先端のき裂開口変位を用いることにより，全

面降伏状態における不安定脆性破壊開始の工学的条件として COD仮説が適用できることを示し，そ

の適用範囲を明らかにしている。

第 2 章では切欠をもっ平板のグロス断面全面降伏状態におけるき裂開口変位と，切欠をはさむ無限

長標点距離での伸び率すなわち いわゆる Overa11 S train との関係について非線形力学に基づく理

論的考察を行っている。その結果，き裂開口変位と Overall Strain の聞に比例関係が成立し，その

比例定数は材料のひずみ硬化指数の小さいほど大きくなり この傾向は切欠長さと板幅の大きいもの

ほどいちじるしいことを明らかにしている。

第 3 章では平面応力状態と考えられる比較的板厚の薄い構造用鋼板の板厚貫通切欠試験片を用いて

実験を行い，第 2 章で示した理論的考察の妥当性を明らかにし 全面降伏状態において不安定破壊を

生じる場合の破断延性を求める近似式を提案している。
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第 4 章では平面ひずみ状態に比較的近いと考えられる広幅の軟鋼板で板幅方向に貫通する表面切欠

をもっ試験片を用いて実験を行い，全面降伏後の変形挙動におよぼす塑性拘束の影響について論考し

ている。そして表面切欠の深さが板厚に比べて比較的小さい範囲においては COD 仮説が工学的な

不安定破壊開始条件として適用できることを示している。

第 5 章では溶接継手部に切欠が存在する場合について実験を行い，溶接残留応力，溶接熱ひずみ履

歴による局部的材質劣化や機械的性質の不均質など溶接継手特有の諸因子が グロス断面全面降伏後

の変形挙動と破壊挙動におよぼす影響について検討を加え 破断延性の定量的評価を行っている。

総括では本研究で得られた主要な結論を要約して述べている。

論文の審査結果の要旨

本論文は切欠をもっ構造用鋼板およびその溶接継手を対象とし，全面降伏状態において生じる不安

定脆性破壊挙動を検討して破壊開始の工学的条件を明らかにしたものである。すなわち，まず不安定

脆性破壊開始の工学的条件として従来から広く用いられているいわゆる COD 仮説について，初期切

欠先端から安定延性き裂が成長した後に不安定破壊を生じる場合を含めて検討を行い，本論文で定義

した初期切欠先端のき裂開口変位を用いることにより，全面降伏状態における不安定脆性破壊開始の

工学的条件として COD 仮説が適用できることを示し その適用範囲を明らかにしている。次に切欠

をもっ構造用鋼の全面降伏後の変形挙動を，巨視的な負荷ひずみに注目して明らかにするため，非線

形力学を基礎とした理論的考察を行い，あわせて実験的検討を加え，全面降伏後のき裂開口変位と切

欠をはさむ無限長標点距離での伸び率 すなわち いわゆる Overall Strain との関係におよぼす

切欠形状，板寸法，材料定数の影響を明らかにし，全面降伏状態において不安定破壊を生じる場合の破

断延性を求める近似式を提案している。さらにこれらの結果を溶接継手に拡張し 溶接継手特有の因

子，すなわち溶接残留応力，溶接熱ひずみ履歴による材質劣化，機械的性質の不均質の影響を論考し

ている。

以上の成果は構造用鋼溶接継手の設計に有用な知見を与えるものであり，溶接工学上寄与するとこ

ろが大きし )0 よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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